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北陸新幹線の開業で 北陸本線は どうなる どうする Ｐａｒｔ５

ＪＲに期待される役割は？

ＪＲの社会的責任と経営を考える

2010年6月13日 公共交通をよくする富山の会・世話人 渡辺眞一

地域社会がＪＲに期待する役割は？

❶並行在来線の経営と
北陸新幹線の収支

❷地域社会からＪＲ（旅
客）の役割をみる

❸「企業の社会的責任」
からＪＲをみれば

❹維持可能な北陸本線へ、
ＪＲの「社会的責任」は

❶並行在来線の経営と北陸新幹線の収支

●JR「撤退」で誕生した

第3セクター鉄道は

国の発言

・「地方自治体の負担では成り立たな
くなっている」（09年12月前原発言）

・「青森・岩手の知事は、維持できなく
お手あげだと言っている」（「福井新
聞」5月16日、前原大臣）

◆富山県の準備状況は

・2010年5月

「経営専門委員会」設置

経営基本方針素案へ

・2012年度

運営会社を設立

◆ＪＲの係わり方、国の支援？

・今年2月、国のヒアリングに対して県は

「当面、例えば新幹線の敦賀開業まで、現
行のままJRが運営という考え方もある」

・国は、「JRの責任」にふれたが、

無償譲渡、線路使用料、人的支援など・・・

具体的なものは示されていない

北陸本線からのJR「撤退」で、JR経営は？

５２３億円３９８億円福井まで

３０６億円２２９億円金沢まで

１７５億円１２９億円富山まで

開業15年目開業10年目

●整備新幹線の開業でJRは →

●長野～福井まで北陸新幹線が開業した場合の収支見通しは

（注）税引き後で、並行在来線
の受益を含んでいない

◆北陸新幹線建設促進同盟会ホームページより

★「政治的決定」で恩恵・・・

JRに政治的な義務は？？ ←

５２５億円４１８億円（Ａ）＋（Ｂ）

３９８億円２９１億円新幹線開業（Ｂ）

▲１２７億円▲１２７億円新幹線未開業（Ａ）

Ｈ３４年開業
1０年目

Ｈ２９年開業
５年目

◆福井商工会議所ホームページより作成

（注）並行在来線の収支と関連線区
の収支の合計

＜参考＞ 日本のインフラ投資額から国鉄をみれば
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• 1872年10月 新橋・
横浜間開業

• 1899年3月 米原・富
山間開通

• 1913年4月 富山・直
江津間開業

• 1965年9月 北陸本
線の電化完了

• 1969年6月 北陸本
線の複線化完了

• 1880～1925年ごろ
鉄道の国有化 基盤
投資の40～50％台

• 戦中は最重点化
• 1950~60年代約2割

◆「民営」になったから、すべて終わ
りとしていいのか？

インフラ投資額に占める
国鉄投資の割合

（注）インフラ投資額＝河川、道路、港湾、農林業施設、治
山治水、電信電話、国鉄の合計額。1870～74は72～74の
平均値。大野隆男「公共投資改革論」より作成。
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❷地域社会からＪＲ（旅客）の役割をみる

●ＪＲは、民間とはいえ、社会的な存在
●誰のために経営するのかが問われている

JR（旅客）と

ステークホルダー
（利害関係者）・・・

＜参考＞民営化してもJRは基幹鉄道、公共的企業

（「世界」1989年5月号「JRが黒字になるのは
あたりまえです」より）

◆国鉄民営化は「政治決定」 ◆変則的なJR体制

○大手私鉄と比較しても路線
距離、営業規模、資本金な
ど質・量ともに性格を異に
する役割

○本州３社（完全民営化）、旅
客会社法の規制を受け政
府助成を受ける３島会社、
JR貨物会社・・・民間と政
府助成企業の共存

○民営化されたとはいえ、
各会社が全国鉄道網の一
部を形成

○「（国鉄改革を）はらはらしながら
見ていました。・・・中曽根さんの
力で押しまくられた。・・・われわ
れには絶対に発言の機会がな
いですから。最後の運輸委員会
で発言させてくれ、といったので
すが、やめてくれ・・・。なにをさ
れるかわからないですからね。
衣食の道を断たれる可能性もあ
ります。」

○「民営分割が先にあった」
磯崎叡（さとし）元国鉄総裁

国鉄資産を受け継いだJRに国会「附帯決議」

①「分割・民営化」で
つきつけられた注文

1986年11月28日 参議院・日本国有
鉄道改革に関する特別委員会

②JR貨物輸送と全国鉄
道ネットワーク
1997年4月15日 衆議院運輸委員会

全国新幹線整備法の一部改正

・調整制度は「当分の間」に限定

・大規模災害など三セク鉄道の

能力を超えた場合・・・・・新たな

対応が

○地域鉄道網を健全に保
全し、利用者サービスの
向上、運賃及び料金の
適正な水準維持

○関連事業の積極的な拡
大は認めるが、中小企
業への影響に配慮

○地方公共団体に過重な
負担を求めない

○整備新幹線の建設に伴う
並行在来線の経営分離
によって、将来JR貨物の
輸送ネットワークが寸断
されないよう万全の措置
を講ずること

⇨⇨⇨調整制度に

★「附帯決議」の検証

❸「企業の社会的責任」(CSR)からJRをみれば

• 企業の経営者の仕事は株主価
値で測られる株主の経済的利益
を最大化すること

◆アメリカ型「企業の社会的責任」論

◆ヨーロッパ型「企業の社会的責任」論

• 個別企業、株主、労働者、消費
者、地域社会、環境、諸機関など
利害関係者全体の利益を考慮

• 概念＝企業の社会的責任は、よ
り良い社会、環境保護などを、自
らの事業活動および株主との相
互関係のなかで、企業が自発的
に決定する

（2002年7月「企業の社会的責任に関する
欧州委員会の通達」より作成）

・「EU型ルールある資本主義社会」の政策・

• 「企業は公器。経営者は株主ばか
りでなく、他のステークホルダーの
利害関係も勘案して行動すべき」
「誰のための会社にするか」ロナルド・ドーア（岩波新書）
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欧州委員会の「企業の社会的責任」政策は

◆「企業の社会的責任に関する欧
州委員会の通達」より作成

JR西日本の「企業の社会的責任」は・・・

○「企業理念」の実現

○「世の中と誠実に向き合

い。関係者の皆様と

積極的に対話を進め

ながら、CSRの観点

に立って事業活動の

質を高めていく」

ＪＲ西日本ＣＳＲリポート

○「地域との関係を正面から捉える」

○「地域とともに成長していく」

「社会貢献」

ＪＲ西日本のホームページより

並行在来線問題はJRのあり方を問う課題

◆ＪＲが地域との関係を
「社会的責任」と捉え、
社会的責任投資を

引き続きＪＲが運営することは

• 利用者に新たな負担を押
しつけない

• 自治体に新たな負担を求
めない

• 資産・資源の有効活用

• 環境への貢献

• 地域経済への貢献、便益
の保障

• 雇用の安定と確保

• 地域交通網の基軸

• 物流ネットワークの保障

★これは、地域鉄道網の保全、自
治体に過重な負担を背負わせ
ない、物流ネットワーク維持
などの「附帯決議」に合致

・・・国民的合意が得られる

並行在来線をめぐるJRの発言は

• 無償譲渡は「株主」の
了解は得られない

• 「貸付料」以外に負担
することになっていない

• 並行在来線の分離は
沿線自治体が「合意」

• 城端線・氷見線は利用者
が減少している。バス代
替えも含めて「地域と話し
を」（JR西・佐々木社長3月27日

「北日本新聞」）

「政治決定」で誕生したJR－「株主所有物」？

ＪＲ西の株主は
●輸送密度（県内）

06年 8600人/日

開業時 7000人/日

開業10年目 5800人/日

・県内乗車人員

90年 58502人

06年 45094人

●将来の人口減少、利
用者減少が見込まれ
るなか・・・交通権の
立場で

並行在来線は、す
べてのステークホル
ダーとの関係で●取締役会長（議長）は、住友電気工業

（元会長）、社外取締役

（「データーでみるJR

西日本」より作成）
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❹維持可能な北陸本線へ、JRの「社会的責任」

ＪＲ西日本の内部留保は
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連結剰余金＋資本準備金＋退職給与引当金 (各年3月期決算）

JR東日本の内部留保 2兆1658億円(09年)

JR東海の内部留保 1兆4204億円(09年)

資本金1000億円

以上の企業は

銀行・証券・保険・

不動産を除くと７８社
(2006年）

①北陸本線維持のた
めに最大限の努力
をすること

②北陸地域に利益を

還元(投資）すること

＝ＪＲの社会的責任

まとめ

• 大島和夫『企業の社会的責任』（学習の友社）
• 岩井克人『会社はだれのものか』(平凡社）
• ロナルド・ドーア『誰のための会社にするか』（岩波新書）
• 角瀬保雄『企業とは何か』（学習の友社）
• 田村達也『コーポレイトガバナンス』（中公新書）
• 宮前忠夫『企業の社会的責任に関する委員会の通達』（欧州委員会、

2002年7月2日全文訳）（「労働法律旬報」2003年6月25日号）
• 近藤禎夫・安藤陽『JRグループ』(大月書店）
• 公共交通をよくする富山の会『将来も維持可能な並行在来線のために

－JRの社会的責任と国の役割を求める提言－』（2010年2月）
• 小林正明『貨物鉄道輸送がかかえる課題』(「運輸と経済」08年3月)
• JR西日本『企業考動報告書2009-2010』
• JR西日本『有価証券報告書』08年度、09年度
• JR西日本『データーで見るJR西日本2009』

主な参考文献など

ご清聴ありがとうございました


